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皆さま、初めまして！大阪産業局上海代表処(大阪府上海事務所)所長の長野と申します。私は 2019年の 2月よりこ

ちらに勤務しておりますが、2020年 2月に一時帰国後、新型コロナの影響で 8月末まで日本での滞在を余儀なくされま

した。中国に再渡航し 14日間の隔離後、9月初旬より事務所に復帰いたしました。 

この「上海レポート」では、海外との行き来が自由にできなくなってしまった今、駐在員が見た現地のありのままの状況や、上

海のホットな話題などをご紹介してまいりたいと思います。 

  

【コロナ禍の国慶節】 

10月 1日から 8日までは「国慶節」休暇でした。気候もよく絶好の旅行の機会！ 

しかし新型コロナの影響で、上海市、江蘇省、浙江省などでは、学校に通う児童・生徒は市・省の外に出てはいけないた

め、今年の国慶節は多くの人が遠出をせず、自宅近くで過ごしたようです。上海では長く市中感染が起きていない状況では

ありますが、徹底した感染対策はまだまだ続きそうです。 

 

国慶節休暇中には事務所のメンバーで、上海市近郊にある銭

塘江へ行きました。銭塘江は、潮の満ち引きなどの自然条件が

重なり、川の流れが逆流することで知られています。 

中秋節のころが最も大規模な逆流になるそうで、この日も、約

80 センチの高さの波が河口からやってくる大迫力の眺めを楽しむ

ことができました。 
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みなさんこんにちは！ 今回の上海レポートは、大阪産業局上海代表処（大阪府上海事務所）副所長の大山よりお届

けいたします。 
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【大阪発祥の蔦屋書店が中国初上陸！】 

ここ中国では、若年層を中心に、アートや映画などの芸術文化に強い興味を持ち、知的好奇心を満たしたい人々のニーズ

が、年々高まっています。 

そうした中、今月の 18日、大阪を創業地とする蔦屋書店さんが、上海市に隣接する浙江省の省都、杭州市（人口約

1,000万人）に、中国での第一号店をオープンしました。 

    
感染予防のため、１日の入場者数は 3500人に制限していますが、書籍や雑貨など、日本と遜色ないラインナップの商品

を熱心に品定めしている来場者の姿が、とても印象的でした。 

関係者にお話を聞くと、なんと一人で９万元（約 140万円）も購入されたお客さんもいたとか！ 

12月には、上海市にも新店舗を開店させる蔦屋書店さんに、今後も注目です。 

 

ここ中国には、まだまだポテンシャルがある市場があります。 

興味がある中小企業の皆様、お気軽に上海事務所までご相談下さい！ 
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みなさん、こんにちは！今回のレポートは、大阪産業局上海代表処(大阪府上海事務所)所長の長野よりお届けします。 

 

【上海市の地下鉄は運営距離世界一！】 

最近、眠れなかったり、眠れても夜中に目が覚めてしまう夜が続いています…なぜかというと、自宅マンションのすぐそばで夜

間工事をしているからなんです。現在、地下鉄 15号線の、2020年年末の開業に向け、ほとんど毎晩、夜通し工事中！

苦情が出ないのが不思議なぐらいの騒音です。 

上海の地下鉄は 1993年に 1号線が開通し、現在では 17号線までの 15路線が運行しており(4号線、15号線、18

号線が現在建設中です)、営業距離は世界一です。運賃は乗車距離に応じ、3元(約 45円)～15元と格安で、まさに

市民の足。通勤時間帯は大阪のラッシュと変わらないくらい混雑します。 

年末の地下鉄 15号線開通でますます自宅周辺が便利になるのが楽しみであるとともに、再び静かな夜が訪れるのを心待

ちにしています。 

 


